
目

次

規

則

○
青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqq（
健
康
福
祉

政

策

課
）
…
一

告

示

○
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
qqqqqqqqqqqq（
税

務

課
）
…
二

○
証
紙
売
り
さ
ば
き
の
廃
止
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
会
計
管
理
課
）
…
三

公

告

○
農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
設
定
の
裁
定
申
請
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
構
造
政
策
課
）
…
三

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

人
事
委
員
会

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
事

務

局
）
…
五

公
安
委
員
会

○
科
学
捜
査
研
究
所
実
験
室
鑑
定
機
器
等
移
転
業
務
委
託
契
約
に
係
る

一
般
競
争
入
札
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
施

設

課
）
…
六

規

則

青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

青
森
県
規
則
第
二
十
九
号

青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
四
月
青
森
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
１
の
㈢
中
「
三
百
三
十
円
」
を
「
三
百
四
十
円
」
に
改
め
、
同
一
の
２
の
㈡
の

⑵
中
「
六
百
二
十
八
万
五
千
円
」
を
「
六
百
七
十
七
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
１
の
㈢
中

「
千
百
八
十
円
」
を
「
千
二
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
表
の
三
の
３
の

「

㈠
の
表
中

「
を

」

に
改
め
、
同
３

」

「

の
㈡
の
表
中

青
森
県
報

（毎週月･水･金曜日発行）（ ）1 青 森 県 報 第674号令和５年10月13日 金曜日

一
八
、
七
〇
〇
円

二
四
、
〇
〇
〇
円

三
五
、
六
〇
〇
円

四
二
、
五
〇
〇
円

三
一
、
〇
〇
〇
円

四
〇
、
一
〇
〇
円

五
五
、
八
〇
〇
円

六
五
、
三
〇
〇
円

五
三
、
九
〇
〇
円

七
、
八
〇
〇
円

一
九
、
二
〇
〇
円

二
四
、
六
〇
〇
円

三

八
二
、
二
〇
〇
円

一
一
、
三
〇
〇
円

三
一
、
八
〇
〇
円

四
一
、
一
〇
〇
円

五

六
、
五
〇
〇
円

四
三
、
六
〇
〇
円

五
五
、
二
〇
〇
円

八
、
〇
〇
〇
円

七
、
二
〇
〇
円

六
六
、
九
〇
〇
円

八
四
、
三
〇
〇
円

一
一
、
六
〇
〇
円

六
、
一
〇
〇
円

八
、
二
〇
〇
円

一
二
、
三
〇
〇
円

一
五
、
〇
〇
〇
円

九
、
九
〇
〇
円

一
二
、
九
〇
〇
円

一
八
、
三
〇
〇
円

二
一
、
八
〇
〇
円

第
六
百
七
十
四
号

令
和
五
年十

月
十
三
日

（
金
曜
日
）



「
を

」

に
改
め
、
別
表
第

」

一
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

被
災
し
た
住
宅
の
応
急
修
理

１

被
災
し
た
住
宅
の
応
急
修
理
は
、
住
家
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
緊
急
の
修
理

又
は
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
の
修
理
と
す
る
。

２

住
家
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
緊
急
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

㈠

災
害
の
た
め
住
家
が
半
壊
し
、
半
焼
し
、
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
を
受

け
、
雨
水
の
浸
入
等
を
放
置
す
れ
ば
住
家
の
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し

て
行
う
。

㈡

当
該
修
理
が
必
要
な
部
分
に
対
し
、
合
成
樹
脂
シ
ー
ト
、
ロ
ー
プ
、
土
の
う
等
を
用
い

て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
修
理
の
た
め
支
出
で
き
る
費
用
は
、
一
世
帯
当
た
り
五
万
円
以

内
と
す
る
。

㈢

災
害
発
生
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
完
了
す
る
も
の
と
す
る
。

３

日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

㈠

災
害
の
た
め
住
家
が
半
壊
し
、
半
焼
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
を

受
け
、
自
ら
の
資
力
で
は
当
該
修
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
大
規
模
な
補
修
を

行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
程
度
に
住
家
が
半
壊
し
た
者
に
対
し
て
行

う
。

㈡

居
室
、
炊
事
場
、
便
所
等
日
常
生
活
に
必
要
最
小
限
度
の
部
分
に
対
し
、
現
物
を
も
つ

て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
修
理
の
た
め
支
出
で
き
る
費
用
は
、
一
世
帯
当
た
り
次
の
額
以

内
と
す
る
。

⑴

⑵
の
世
帯
以
外
の
世
帯

七
十
万
六
千
円

⑵

住
家
の
半
壊
又
は
半
焼
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯

三
十

四
万
三
千
円

㈢

災
害
発
生
の
日
か
ら
三
月
以
内
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二

十
三
号
）
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
災
害
対
策
本
部
、
同
法
第
二
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
非
常
災
害
対
策
本
部
又
は
同
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
災
害
に
あ
つ
て
は
、
六
月
以
内
）
に
完
了
す
る

も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
の
八
の
３
の
㈡
の
⑴
中
「
四
千
七
百
円
」
を
「
四
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
㈡
の
⑵
中

「
五
千
円
」
を
「
五
千
百
円
」
に
改
め
、
同
㈡
の
⑶
中
「
五
千
五
百
円
」
を
「
五
千
六
百
円
」
に
改

め
、
同
表
の
九
の
３
中
「
二
十
一
万
三
千
八
百
円
」
を
「
二
十
一
万
九
千
百
円
」
に
、
「
十
七
万
九

百
円
」
を
「
十
七
万
五
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
十
の
２
の
㈣
の
⑵
中
「
五
千
四
百
円
」
を

「
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
十
一
の
２
中
「
十
三
万
八
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
八
千
七
百

円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
１
の
㈠
中
「
二
万
五
千
二
百
円
」
を
「
二
万
四
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の

㈢
中
「
一
万
四
千
八
百
円
」
を
「
一
万
四
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈤
中
「
一
万
五
千
五
百

円
」
を
「
一
万
五
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈥
中
「
二
万
七
千
百
円
」
を
「
二
万
八
千
九
百

円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈦
中
「
二
万
六
千
七
百
円
」
を
「
二
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
１
の
㈧

中
「
二
万
六
千
二
百
円
」
を
「
二
万
七
千
三
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
青
森
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
別
表
第
一
及

び
別
表
第
二
の
一
の
１
の
㈥
か
ら
㈧
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
六
百
六
号

次
の
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
代
表
者
の
氏
名
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
の

で
、
青
森
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
五
月
青
森
県
規
則
第
六
十
一
号
）
第
九
条
の
二

前
段
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

（ ）2青 森 県 報 第674号令和５年10月13日 金曜日

一
八
、
九
〇
〇
円

二
、
六
〇
〇
円

六
、
三
〇
〇
円

八
、
四
〇
〇
円

一

二
七
、
四
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

一
〇
、
一
〇
〇
円

一
三
、
二
〇
〇
円

一

二
、
六
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

一
九
、
四
〇
〇
円

二
、
七
〇
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

二
二
、
三
〇
〇
円

二
八
、
一
〇
〇
円

三
、
七
〇
〇
円



令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

区

分

名

称

代
表
者
の

氏

名

主
た
る
事
務
所
又
は

事
業
所
の
所
在
地

変

更

年
月
日

変
更
前

青
森
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会

松
下

誠
四

郎

青
森
市
安
方
一
丁
目
一
の
三

二

令
和五･
六･一九

変
更
後

二
木

春
美

青
森
県
告
示
第
六
百
七
号

次
の
青
森
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
か
ら
令
和
五
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
青
森
県
収
入
証

紙
の
売
り
さ
ば
き
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
青
森
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
四

月
青
森
県
条
例
第
十
号
）
第
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

一

売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
氏
名

弘
前
市
大
字
楢
木
字
用
田
一
八
一
の
三

小
野

健
嗣

二

売
り
さ
ば
き
場
所

弘
前
市
大
字
楢
木
字
用
田
一
八
一
の
三

公

告

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
設
定
の
裁
定
申
請

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
利
用
す
る
権
利
（
以
下
「
利
用
権
」
と
い
う
。
）
の
設
定
に
関
し

裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

一

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積

所

在

及

び

地

番

地

目

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
枝
川
字
舘
子
二
七

田

一
、
〇
二
一

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
畑
中
字
藤
巻
一
一

〇

田

七
六
八

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
畑
中
字
藤
巻
一
七

三

田

二
、
〇
〇
七

二

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況

耕
作
の
事
業
に
従
事
す
る
者
が
不
在
と
な
り
、
又
は
不
在
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ

る
。

三

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細

裁
定
手
続
後
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
。

四

希
望
す
る
利
用
権
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

農

地

の

区

分

利
用
権
の
始
期

存
続
期
間

借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の

額
（
円
）

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
枝
川

字
舘
子
二
七

令
和
六
年
一
月

十
年

一
〇
四
、
〇
〇
〇

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
畑
中

字
藤
巻
一
一
〇

令
和
六
年
一
月

三
年

二
三
、
四
〇
〇

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
畑
中

字
藤
巻
一
七
三

令
和
六
年
一
月

三
年

六
一
、
二
〇
〇

五

意
見
書
の
提
出

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

（ ）3 青 森 県 報 第674号令和５年10月13日 金曜日



令
和
五
年
十
月
二
十
七
日

２

提
出
先

青
森
県
農
林
水
産
部
構
造
政
策
課

３

記
載
事
項

㈠

意
見
書
の
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

㈡

意
見
書
の
提
出
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容

㈢

意
見
書
の
提
出
者
の
申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画

㈣

意
見
書
の
提
出
者
が
申
請
に
係
る
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由

㈤

意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由

㈥

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
設
定
の
裁
定
申
請

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
利
用
す
る
権
利
（
以
下
「
利
用
権
」
と
い
う
。
）
の
設
定
に
関
し

裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

一

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積

所

在

及

び

地

番

地

目

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
諏
訪
堂
字
村
岡
八

四
の
一

田

四
七
二

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
諏
訪
堂
字
村
岡
八

四
の
二

田

二
、
四
九
五

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
諏
訪
堂
字
川
口
七

三

畑

七
一
八

二

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況

耕
作
の
事
業
に
従
事
す
る
者
が
不
在
と
な
り
、
又
は
不
在
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ

る
。

三

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細

裁
定
手
続
後
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
。

四

希
望
す
る
利
用
権
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

農

地

の

区

分

利
用
権
の
始
期

存
続
期
間

借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の

額
（
円
）

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
諏
訪

堂
字
村
岡
八
四
の
一

令
和
六
年
一
月

五
年

二
四
、
〇
〇
〇

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
諏
訪

堂
字
村
岡
八
四
の
二

令
和
六
年
一
月

五
年

一
二
七
、
〇
〇
〇

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
諏
訪

堂
字
川
口
七
三

令
和
六
年
一
月

五
年

四
三
、
五
〇
〇

五

意
見
書
の
提
出

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

令
和
五
年
十
月
二
十
七
日

２

提
出
先

青
森
県
農
林
水
産
部
構
造
政
策
課

３

記
載
事
項

㈠

意
見
書
の
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

㈡

意
見
書
の
提
出
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容

㈢

意
見
書
の
提
出
者
の
申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画

㈣

意
見
書
の
提
出
者
が
申
請
に
係
る
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由

㈤

意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由

㈥

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
設
定
の
裁
定
申
請

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
利
用
す
る
権
利
（
以
下
「
利
用
権
」
と
い
う
。
）
の
設
定
に
関
し
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裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

一

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積

所

在

及

び

地

番

地

目

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
豊
蒔
字
西
牡
丹
森

二
三
一
の
一

田

五
、
八
三
二

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
豊
蒔
字
西
牡
丹
森

二
三
一
の
二

田

二
七
〇

二

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況

耕
作
の
事
業
に
従
事
す
る
者
が
不
在
と
な
り
、
又
は
不
在
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ

る
。

三

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細

裁
定
手
続
後
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
。

四

希
望
す
る
利
用
権
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

農

地

の

区

分

利
用
権
の
始
期

存
続
期
間

借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の

額
（
円
）

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
豊
蒔

字
西
牡
丹
森
二
三
一
の
一

令
和
六
年
一
月

二
年

一
一
八
、
八
〇
〇

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
大
字
豊
蒔

字
西
牡
丹
森
二
三
一
の
二

令
和
六
年
一
月

二
年

五
、
四
〇
〇

五

意
見
書
の
提
出

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

令
和
五
年
十
月
二
十
七
日

２

提
出
先

青
森
県
農
林
水
産
部
構
造
政
策
課

３

記
載
事
項

㈠

意
見
書
の
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

㈡

意
見
書
の
提
出
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容

㈢

意
見
書
の
提
出
者
の
申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画

㈣

意
見
書
の
提
出
者
が
申
請
に
係
る
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由

㈤

意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由

㈥

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

人

事

委

員

会

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

奥

崎

栄

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
九
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
人
事
委
員
会
の
定
め
る
感
染
症
等
）

第
二
条

条
例
第
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
感
染
症
は
、
感
染
症
の
予
防
及

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
二

項
か
ら
第
四
項
に
定
め
る
感
染
症
及
び
人
事
委
員
会
が
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
と
認
め
る
感
染
症
並

び
に
検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
検
疫
感
染
症
と
す
る
。

２

条
例
第
五
条
第
三
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
家
畜
伝
染
病
は
、
家
畜
伝
染
病
予
防

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
家
畜
伝
染
病
の
う
ち
口
蹄て
い

疫
、

流
行
性
脳
炎
、
狂
犬
病
、
炭
疽そ

、
ブ
ル
セ
ラ
症
、
結
核
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
、
鼻
疽そ

、
豚
熱
、
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
び
に
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
症
、
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破
傷
風
、
疥か
い

癬せ
ん

及
び
豚
丹
毒
と
す
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
手
当
額
）

第
四
条

手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

条
例
第
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
作
業
に
従
事
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
作
業
に
従
事
し
た

日
一
日
に
つ
き
三
百
円

二

条
例
第
五
条
第
三
号
に
規
定
す
る
作
業
に
従
事
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
作
業
に
従
事
し
た

日
一
日
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
額

ア

前
条
の
作
業

六
百
円

イ

前
条
の
作
業
以
外
の
作
業

三
百
円

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
人
事
委
員
会
の
定
め
る
作
業
）

第
四
条

条
例
第
六
条
第
一
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
作
業
は
、
家
畜
伝
染
病
（
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
家
畜

伝
染
病
に
限
る
。
）
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
家
畜
の
と
殺
、
家
畜
の
死
体
の
焼
却
若

し
く
は
埋
却
、
汚
染
物
品
の
焼
却
、
埋
却
若
し
く
は
消
毒
又
は
畜
舎
等
の
消
毒
の
作
業
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

安

委

員

会

科
学
捜
査
研
究
所
実
験
室
鑑
定
機
器
等
移
転
業
務
委
託
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
を
締
結
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

青
森
県
警
察
本
部
長

磯

丈

男

一

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

１

委
託
業
務
名

科
学
捜
査
研
究
所
実
験
室
鑑
定
機
器
等
移
転
業
務

２

履
行
期
限

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

３

履
行
場
所

青
森
県
警
察
本
部
の
指
定
す
る
場
所

４

委
託
業
務
内
容

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

令
和
五
年
六
月
十
二
日
青
森
県
告
示
第
四
百
四
号
（
物
品
等
の
競
争
入
札
参
加
資
格
）
の
一

の
規
定
に
よ
り
、
理
化
学
機
器
保
守
業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て
Ａ
の
等
級
に
格
付
さ
れ
た
者
で

あ
る
こ
と
。

３

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
提
出
期
限
の
日
か
ら
開
札
の
時
ま
で
の
間
に
、
知

事
の
指
名
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

警
察
当
局
か
ら
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
が
実
質
的
に
経
営
を
支
配
す
る
事
業
者
若
し
く
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
で
あ
る
と
し
て
地
方
公
共
団
体
発
注
業
務
等
か
ら
排
除
要
請
が
あ
り
、
当
該

排
除
要
請
が
継
続
し
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

５

青
森
県
警
察
又
は
他
の
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、
理
化
学
機
器
保
守
業
務
委
託
契
約
を
履

行
し
た
実
績
を
有
し
、
ま
た
、
履
行
体
制
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た
者
で
あ
る

こ
と
。

三

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期
及
び
場
所
等

１

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
二
に
定
め
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
次
に
従
い
、
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
、
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

提
出
時
期
等

㈠

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
令
和
五
年
十
一
月

十
日
ま
で
に
青
森
県
警
察
本
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
申
請
書
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
又
は
必
要
に
応
じ
て
内
容
の
変
更
等
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈡

㈠
の
説
明
及
び
内
容
の
変
更
等
に
応
じ
な
い
者
は
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
と
す
る
。
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㈢

㈠
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
に
対
し
て
書
面
に
よ
り
別
途
通
知
す
る
。

３

提
出
場
所

青
森
市
新
町
二
丁
目
三
の
一

青
森
県
警
察
本
部
施
設
課
営
繕
係

電
話

〇
一
七
―
七
二
三
―
四
二
一
一

四

入
札
書
の
提
出
場
所
等

１

入
札
書
の
提
出
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
問
合
せ
先

青
森
市
新
町
二
丁
目
三
の
一

青
森
県
警
察
本
部
施
設
課
営
繕
係

電
話

〇
一
七
―
七
二
三
―
四
二
一
一

２

入
札
書
の
提
出
期
限

令
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日

午
前
十
時
二
十
分

３

開
札
の
場
所
及
び
日
時

青
森
市
新
町
二
丁
目
三
の
一

青
森
県
警
察
本
部
六
階

施
設
課
分
室

令
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日

午
前
十
時
三
十
分

五

入
札
保
証
金
に
関
す
る
事
項

青
森
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
青
森
県
規
則
第
十
号
）
第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
二

号
の
規
定
に
よ
り
免
除
と
す
る
。

六

契
約
保
証
金
に
関
す
る
事
項

契
約
金
額
の
百
分
の
五
以
上
の
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
と
す
る
。

１

保
険
会
社
と
の
間
に
県
を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
た
と
き
。

２

過
去
二
年
の
間
に
国
又
は
地
方
公
共
団
体
と
そ
の
種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
契
約

を
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
締
結
し
、
こ
れ
ら
を
全
て
誠
実
に
履
行
し
、
か
つ
、
契
約
を
履
行
し

な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

七

契
約
書
の
取
り
交
わ
し
時
期

落
札
決
定
の
日
か
ら
七
日
以
内

八

落
札
者
の
決
定
方
法

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
、
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者

と
す
る
。

九

そ
の
他

１

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

２

入
札
の
無
効

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
説
明
書
に
よ
り
義
務
付

け
る
入
札
参
加
者
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
者
が
し
た
入
札
及
び
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し

た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

３

入
札
書
の
記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切

り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税

事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
十
分
の
百
に
相

当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

４

契
約
金
額

落
札
価
格
を
も
っ
て
契
約
金
額
と
す
る
。
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